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生 育 に 元 素 硫 黄 （Sa ） を 必 要 と す る 好 酸 性、 高 温 性、
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【目 的 】 こ れ ま で に 国 内の 火 山 環 境 の 硫 気 孔 お よ び そ の 周 辺 の 試 料 か ら好 酸 性 水 素細 菌 3

株 を分 離 し た ttle
今 回 は 3H − 1 株 の 諸 性 質 を 調 ぺ る と と も に、 そ の 分 類 学 的 位 置 を明 ら

か に する こ と を 目的 と した 。

【方 法 お よ び 結 果 】 3H − 1 株 は コ ロ イ ド 硫 黄 を 含 む ゲ ル を 重 層 し た ゲ ル ラ イ ト プ レ
ー

ト

を用 い て 純 化 し た 。 　 3H − 1 株 は 極 鞭 毛 を有 す る 運 動 性、　 グ ラ ム 陰性 の 桿 菌 （0．4−O．6
xi ，3− 1．8 μ m ＞で、 混 合 ガ ス （He：02：CO2 ・ 8 ：1 ： 1 ）気 相 下、　 se （5　g／1） を 含 ん だ

培 地 中 で 活 発 に 増 殖 し、 こ の と き水 素 の 消 費 と ヒ ド ロ ゲ ナ
ーゼ 活 性 が 認 め ら れ た。 し か し、

Su を含 まな い 培 地 で は、 同
一の 混 合 ガ ス 気 相 下 で も 増 殖 で き な か っ た。 3H − 1 株 は Se

を me　一“ エ ネ ル ギ ー源 と し て、 水 絮 を 含 ま な い 混 合 ガ ス 気 相 下 （N2：0a：CO2 ・ 8 ： ユ ： 正 ） で

も低 い 増 殖 速 度 な が ら生 育 し た 。 3H − 1 株 は 好 気 性 で あ り、 水 素 に よ る Se の 鎌 気 的還 元

に よ っ て は 生育で き な か っ た。 生 育 至適 温 度は 65℃ （世 代 時 間 約 1 時 間 ） で 、 40℃ お よ び

75℃ で は 生 育 で き な か っ た。 至 適 pH は 3 前 後 で あ り pHL5 以 下 で は 生 育 が 認 め ら れ な か っ た。

ま た、 試 験 した い ず れ の 有 機 物 に お い て も、 従 属 栄 養 増 殖 は 認 め ら れ な か っ た。

　 化 学 分 類 学 的 検 討 の た め 分 析 を 行 っ た。 3H − 1 株 の キ ノ ン 種 は 質 量 分 析 の 結 果 メ チ オ

ナ キ ノ ン と 推 定 さ れ た。　 また、 ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ 分 析 に よ っ て 主 要 脂 肪 酸 は C2e 、．1、

Cl8 ，e 釦 よ び CtS ，t で あ る こ と が 示 さ れ た e 　 3H − 1 株 の キ ノ ン ど 脂 肪 酸 の 特 徴 は、 中 性、

高温 性． 絶 対独 立 栄 養 性、 好 気 性 の 水 素 細 菌 Hd 　 eobacter と 同 じ で あ り、 両 者 は 比 較

的 近 い 分 類学 的 位 置 に あ る も の と考 え られ る。　 しか し、 3H − 1 株 の G＋C含 量 （35．OX）は

Hdro 　 e　 ebac 　 er （43．5−46．O％）と 明 ら か に 異 な っ て い た。
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　近年 、 海洋中 の 熱水環境 か ら 90℃ あ るい は それ以 上 の 温 度 で 生育で き る細 菌 が多数

分離 さ れ、 こ れ ら は超好 熱 菌 （Hyper−thermophiles ） と呼 ば れ て い る 。 超好熱 菌は そ の

ほ とん どが 古細菌群 （Archaebacteria）に属 す る 。 古細菌の 種 々 の 細胞成分 は 真正 細菌

と真核生物 の 中 聞 の 特徴 を 示 す こ とが 明 らか に さ れ 、 進化的見 地 か ら も 古細菌 は注 目 さ

れ て い る 。今 回我々 は 蒼玄 丸 に よる 実験 航海 に お い て 小宝謠の 熱 海水 噴出 口 周辺 か ら超

好熱菌 を 二 株分 離 し た 。 こ れ らは い ず れ も嫌 気 的 に 生育 す るや や 不 定形 の グ ラ ム 陰性球

菌で あ っ た 。 生 育温度 の 上限 は い ず れ も 100℃ に あ り pH6。5〜7．0 付 近 に お い て 最 も良

好 な 生育 を 示 し 、 NaCI 要 求 性が 認 め ら れ た 。 そ の 生育 に は単体 イ オ ウが 必須 で あ り、

また 生育 に 伴 っ て 硫化水素の 発生が 見 られ るこ とか ら イ オ ウ呼吸 を行 っ て い ると考 え ら

れ る 。 ま た ク 囗 ラ ム フ ェ
ニ コ

ール
、
カ ナ マ イ シ ン 、ペ ニ シ リ ン等 に は 耐性 で あ る が 、リ フ ァ

ン ピ シ ン感 受性 を 示 し た 。 GC含 量 は38％ で あ っ た 。 脂 質分 析の 結果 、
エ ーテ ル 型脂 質 を

有 して お り、細 胞 壁 に は 糖 タ ン パ ク質 を 含ん で い る こ とが 確認 さ れ た 。

　以 上 の 結果か ら こ れ ら の 菌株 は 高度好熱性 イ オ ウ依存古細菌 PyrOCOCCUS あ る い は そ

の 近縁 種 で あ る と 考え ら れ る 。
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